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［単位］GWh＝ギガワットアワー　BDt＝絶乾トン　ADt＝風乾トン

日本製紙グループでは売上高の約83％を占める紙・パル

プ事業を中心に幅広い事業活動を展開しています。国内の

事業活動にともなう環境負荷を把握して
その低減に取り組んでいます

マテリアルバランス 紙・パルプ事業は、国内全事業の水使用量の約92％、CO2排

出量の約96％を占めており、マテリアルバランスの上でも

大きな割合を占めています。

紙の原材料は、木材チップや古紙が中心となります。これ

らをパルプにし、水中に分散したパルプ繊維を薄くシート状

にし、それを乾燥させることで紙をつくります。パルプの製造

や紙の製造（抄紙）では、熱源として蒸気を、動力源として電

気を使用します。製紙工場では、燃料を燃やして蒸気を発生

させるボイラーと、その蒸気を利用して電気をつくるター

ビン発電機からなる自家発電設備を設置しています。

パルプや紙の製造にともなって、水質汚濁物質を含む排

水が、またボイラーからは大気汚染物質やCO2を含む水蒸

気が出ます。そして、ボイラーで燃やした燃料の灰が廃棄物

となります。当社グループでは、これらの環境負荷を低減す

る取り組みを進めています。
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紙・パルプ事業の製品内訳（国内）
（2016年・暦年ベース）
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生産・供給

原材料調達

原材料　　　
 木材チップ 4,164 千BDt
 原木 24 千BDt
 パルプ 404 千ADt
 古紙（パルプ） 3,066 千ADt
PRTR制度対象化学物質　

 取扱量 383 t
水使用量 835 百万t
エネルギー投入量　 
 購入電力 936 GWh
 石油類 171 千kℓ
 石炭 2,040 千t
 ガス類 106 千t
 その他の化石燃料 18 千t
 その他の
　非化石燃料※ 1,350 千t 

排水量　 810百万t
COD/BOD　 45千t
SS  19千t
窒素　 1.44千t
リン　 0.24千t

 温室効果ガス排出量 6.88百万t
 SOx排出量 3.1千t
 NOx排出量 7.6千t
 ばいじん 1.1千t

PRTR制度対象化学物質　
 排出量 138t
 移動量 13t

製品  　
 洋紙・家庭紙 4.05百万t
 板紙 1.70百万t
 パルプ 26千t

有効利用
648千BDt

廃棄物発生量
657千BDt

最終処分量
9千BDt
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Input Output
エネルギー投入量
　購入電力 2,148GWh
　石油類 177千kℓ
　石炭 2,626千t
　ガス類 243千t
　その他の化石燃料 18千t

原材料
　木材チップ 5,361千BDt
　原木 724千BDt
　パルプ 478千ADt
　古紙（パルプ）3,139千ADt
　原紙 113千ADt

水使用量 957百万t
　河川水 769百万t
　工業用水 133百万t
　井戸水 55百万t
　上水道 1百万t

温室効果ガス排出量 8.21百万t
SOx排出量 3.8千t
NOx排出量 9.4千t
ばいじん 1.4千t

COD/BOD 62.5千t
SS 25.5千t
窒素 1.48千t
リン 0.25千t
廃棄物発生量 911千BDt
　最終処分量 106千BDt
　有効利用量 805千BDt

製品生産量 
　洋紙・家庭紙 4.47百万t
　板紙 2.16百万t
　パルプ 227千t
　紙容器 100千t
　化成品 111千t
　建材品 68千t
　電力 1,191GWh

　その他の
　非化石燃料※2 6,184千t
 （うち黒液 4,620千t
PRTR制度対象化学物質※3

　取扱量 12,012t

PRTR制度対象化学物質※3

　排出量 191t
　移動量 83t
排水量 933百万t
　公共水域 923百万t
　下水道 10百万t

）

※ 黒液を除くバイオマス燃料、および廃棄物燃料

マテリアルバランス（主要物質）※1

国内紙・パルプ事業のフローとマテリアルバランス（主要物質）

※1 2016年度から集計対象組織を変更。アマパ・フロレスタル・エ・セルロースおよび
日本ダイナウェーブパッケージングを加え、また日本製紙USAを除外しました

※2 バイオマス燃料および廃棄物燃料
※3 国内のみ
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環境に関わる責任

環境負荷の低減
マテリアルバランスを把握し、環境負荷の低減に努めています


